
久米島高校創立七十周年記念事業支援金贈呈式
芸能那覇公演実行委員会から創立70周年期生会へ

　5 月 17 日に久米島高校創立七十周年記念事業の支援金の
贈呈式が久米島高校で行われ、3 月 21 日開催された芸能那
覇公演の収益金 200 万円が芸能那覇公演実行委員会の江州
順吉会長より、創立70周年期生会へ贈呈されました。
　収益金を受け取った幸地猛期生会会長は「那覇公演では、
学生のみんながすべてを出し切って満足した姿を見て大変
感動した。収益金は後輩生徒のため、母校活性化のために
有効に活用します」と述べた。

（※）久米島高校は、平成 28 年 11 月 7 日に創立七十周年を
迎え、11月12日には記念式典を開催します。

伝 統 を 絶 や さ ぬ た め に
平成28年度久米島紬後継者育成事業所入所式

　6月1日にユイマール館にて「平成28年度久米島紬後継
者育成事業の入所式」が行われました。久米島紬後継者育
成事業は久米島紬の新たな人材の確保と育成、技術や文化
の伝承を目的としており、今年度は平良智さん、加藤明子
さん、中曽根桃子さん、平良百合子さん、中村あかりさん
の5人が入所しました。

働く大人を見ることで「働くことは何か」を学ぶ！
ジョブシャドウイング実施

　5 月 31 日（火）清水小学校の児童 29 名が、24 の事
業所にてジョブシャドウイングを行いました。ジョブ
シャドウイングとは、キャリア教育の一種で、児童生
徒が働く大人に影のように寄り添い、仕事に取組む姿
勢を観察することです。
　ジョブシャドウイングを体験することで、「仕事」と
は、「働く」とはどういうことかなど、仕事や職種に関
する認識の幅を広げてもらう機会とし、「働くことに
ついての気づきを促すこと」に重点を置いています。
　実施を終えた児童は、「働くことは大変だけど、楽
しそう。」「苦手なことでもこれからは頑張ろうと思っ
た。」など、感想を述べました。

つくいむん・たからむん・みし～ぶさん
『第4回久米島町老人クラブ連合会作品展示会』開催

　5月20日から22日まで久米島町老人クラブ連合会主催の
作品展示会・農産物即売会「つくいむん　たからむん　みしー
ぶさむん」が久米島博物館で開催された。同会会員85名が一
生懸命作った絵画・折紙・盆栽・手芸品など約 300 点の力
作が展示されました。３日間で約540人の町民が見学に訪れ、
屋外では、JAおきなわ久米島支店と株式会社「風の大地久米島」
が出品した新鮮な農作物が手頃な値段で販売されました。砂
邊会長は「年々作品の技術が上がっている。作品作りを楽し
みながら、交流の和を広げていきたい」と話しました。

花器の寄贈がありました。
幸地良丈氏から久米島町議会へ

　6月1日に、ふるさと久米島の皆さんに役立てても
らえればと、幸地良丈氏（字比嘉出身／宜野湾市在住）
から弟の幸地良雄氏を通じ、久米島町議会の幸地猛
議長に作品名「瑠璃釉・藥白釉掛花器 ハテノ浜」寄贈
しました。 
　昨年も幸地良丈氏は久米島町役場に作品を寄贈して
おり、「瑠璃の海原（青い海）、青い空、山々は、私が
生まれ育ったふるさと久米島の自然の宝物だと思います。
この作品はハテノ浜の美しい情景を思い浮かべながら
製作しました。この作品を通して、いつも見慣れてい
るふるさとの自然の素晴らしさと尊さに気づき、改め
て久米島の自然や文化について語るきっかけになれば
と思っています。」とコメントがありました。

海原駆ける熱き戦い
鳥島・真泊ハーリー

　旧暦の 5 月 4 日のヨッカヌヒーにあたる 6 月 8 日
に鳥島・真泊漁港において航海の安全や豊漁を祈願
するハーリーが行われました。各字の青年会や小中
学校、高校、職域と多くのチームが出場し、熱戦が
繰り広げられ、観戦した人々からも多くの声援、拍
手が送られました。

観 光 シ ー ズ ン 到 来 に 向 け て
久米島町青年団協議会クリーンアップ

　久米島町青年団協議会（玉城将樹会長 : 真泊）によるク
リーンアップ活動が５月 29 日（日）イーフビーチにて行
われました。
　今年はビーチ利用が増える前に清掃を行い、町民や観
光客が安全にビーチを活用できるようにしようと例年よ
り２ヶ月早く活動が行われ、会員46名にて漂流ゴミ（430
㎏）と大きな石を撤去しました。
　玉城会長は「より美しいビーチになったので、多くの方
に利用してもらい賑やかで楽しい場所にしてほしい。」と
話しました。

JTA カップゴルフ大会チャリティー募金の寄付
JTAから久米島町社会福祉協議会へ

　6月6日に日本トランスオーシャン航空（JTA）か
ら久米島町社会福祉協議会に「18 万 1654 円」の寄
付がありました。この寄付金は 5 月 31 日に奈良県
で開催された第 51 回 JTA カップゴルフ奈良大会で
募られたもので、JTA取締役の東川平靖氏より久米
島町社会福祉協議会の儀間光明会長に手渡されまし
た。儀間会長は「ご支援いただき大変心強い、有効
に活用したい」と述べました。
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